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日

誌

４
月
２
日  

会
計
監
査

（
事
）

４
月
２
日  

第
一
回
幹
事
会

（
東
区
）

４
月
20
日  

県
公
連
理
事
会

（
立
町
）

４
月
21
日  

第
一
回
理
事
会

（
東
区
）

４
月
27
日  

第
一
回
各
委
員
会

（
東
区
）

４
月
27
日  

第
二
回
幹
事
会

（
東
区
）

５
月
11
日  

県
公
連
評
議
員
会

（
立
町
）

５
月
16
日  

県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会

（
立
町
）

５
月
19
日  

第
73
回
県
連
小
総
会  

（
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
月
23
日  

県
公
連
合
同
専
門
委
員
会

（
東
区
）

5
月
26
日  

全
連
小
理
事
会

（
東
京
）

5
月
27
日  

全
連
小
総
会

（
東
京
）

６
月
1
日  

教
育
調
査
全
体
委
員
会

（
東
区
）

６
月
7
日  

全
連
小
合
同
部
会
・
合
同
委
員
会

（
東
京
）

6
月
8
日  

第
三
回
幹
事
会

（
東
区
）

6
月
8
日  

教
育
研
究
全
体
委
員
会

（
東
区
）

6
月
13
日  

県
公
連
理
事
会
・
評
議
員
会

（
立
町
）

6
月
14
日  

全
連
小
事
務
担
当
者
連
絡
協
議
会

（
東
京
）

6
月
20
日
県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会

（
立
町
）

6
月
20
日
全
連
小
教
育
課
程
委
員
会

（
東
京
）

6
月
21
日  

第
一
回
総
務
会

（
東
区
）

6
月
21
日  

第
一
回
県
市
連
絡
協
議
会

（
東
区
）

6
月
24
日  

教
育
研
究
小
委
員
会

（
東
区
）

6
月
30
日  

全
連
小
広
報
担
当
者
会

（
東
京
）

7
月
5
日  

第
二
回
理
事
会

（
東
区
）

※

会
場
の
略
号

（
事
）
県
連
小
事
務
局

（
東
区
）  

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
立
町
）
広
島
経
済
大
学
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス

１５歳に付けたい力を育む
～「ことば探究科」を通して～

　現在，府中市内の小中義務教育学校の児童生徒は，府中市独自の「ことば
探究科」という教科を学習している。「ことば探究科」とは，教科等の枠を
越えたすべての学習の基盤として育まれ活用されていく言語能力の育成をめ
ざしたものである。この力は，広島県が求めている１５歳に付けたい力のう
ち表現する力と同一のものと捉えている。これを義務教育９年間で体系的に
学習することで，子供たちが豊かな人生を切り開き，持続可能な社会を生き
ていくために必要な力を府中市として全力で育成していきたいと考えてい
る。

（府中市立国府小学校・立花正行）



2令和 4年 7月 1日第 190 号
　

会
員
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未

曽
有
の
事
態
の
中
、
児
童
・
教
職
員
の
健
康
・

安
全
管
理
、
学
び
の
保
障
な
ど
、
日
々
、
懸

命
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
理
事

会
役
員
の
皆
様
、
各
委
員
会
委
員
の
皆
様
の

多
大
な
る
御
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
連
合
会
は
、昭
和
二
五
年
に
設
立
以
来
、

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
と
学
校
経
営
に

対
す
る
真
摯
な
研
究
と
実
践
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
教
育
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
、
小
学

校
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
と
発
展
の
た
め
に

鋭
意
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
校
長
先
生
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
ま
し
た
思
い
を
継
承
し
、
会
員
一
同
、
職

責
の
重
さ
を
受
け
止
め
、
是
正
指
導
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
活
動
方
針
の
も
と
、
学

校
の
自
主
性
・
自
律
性
を
確
立
し
、
創
造
的

な
教
育
活
動
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
の
総
会
・
研
究
大
会
に
お
い

て
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
学

校
の
責
任
者
で
あ
る
私
た
ち
校
長
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
平
素
か
ら
の

危
機
管
理
体
制
の
徹
底
、
不
祥
事
根
絶
に
向

け
た
服
務
規
律
確
立
の
徹
底
は
も
と
よ
り
、

先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
思
い
を
出

せ
、
悩
み
な
ど
の
相
談
が
で
き
る
職
場
づ
く

り
を
行
い
な
が
ら
、不
易
と
流
行
を
見
極
め
、

全
て
の
子
供
た
ち
が
、
今
を
、
未
来
を
よ
り

よ
く
生
き
る
た
め
に
、
心
豊
か
な
社
会
の
創

造
に
向
け
て
、
全
力
を
注
ぐ
使
命
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
、
様
々
な
取
組
や
様
々
な
事
案

に
お
い
て
、
そ
の
本
質
は
何
か
を
常
に
自
ら

に
問
い
な
が
ら
、
学
校
経
営
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
の
数
年
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ

り
、
社
会
構
造
や
雇
用
環
境
は
大
き
く
、
ま

た
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
一
層
先
行
き
不

透
明
な
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、「
主
体
的
な
学
び
」
を
促
す
教
育
活

動
の
さ
ら
な
る
推
進
、
全
て
の
子
供
の
可
能

性
を
引
き
出
す
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的

な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
の
推
進
な
ど
、
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
一
人
一
人
が
、「
自
己
実
現
」
に

向
け
て
、
夢
や
志
を
持
ち
、
自
分
の
よ
さ
や

可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
他

者
と
尊
重
し
合
い
、
互
い
に
協
働
し
な
が
ら

様
々
な
社
会
変
化
を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能

な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
資
質
・
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
の
教

育
環
境
の
充
実
を
一
層
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

各
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、子
供
た
ち
の「
主

体
的
な
学
び
」
の
実
現
に
向
け
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
自
律
的
・
組
織
的

に
取
り
組
み
、
子
供
た
ち
の
資
質
・
能
力
を

育
成
し
て
い
く
令
和
の
時
代
に
お
け
る
望
ま

し
い
教
育
の
創
造
を
着
実
に
図
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
県
連
小
と
し
て
、

「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
新
た

な
教
師
の
学
び
の
姿
」
な
ど
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
全
連
小
の
活
動
方
針

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
研
究
の
継
続
、
本

連
合
会
の
各
調
査
結
果
を
行
政
機
関
等
と
の

連
携
に
反
映
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
本
県
教
育

の
充
実
に
資
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
昨
年
度
よ
り
組
織
分
離
と

な
り
ま
し
た
広
島
市
小
学
校
長
会
と
、「
広

島
県
連
合
小
学
校
長
会
・
広
島
市
小
学
校
長

会
連
絡
協
議
会
」
に
お
い
て
、
引
き
続
き
、

教
育
研
究
、
不
祥
事
防
止
対
策
や
懸
案
事
項

等
の
定
期
的
な
協
議
、
情
報
交
換
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
、
県
内
の
校
長

先
生
方
が
、
市
町
を
超
え
て
お
互
い
の
取
組

や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
令
和
の
時
代
に

お
け
る
望
ま
し
い
教
育
の
さ
ら
な
る
創
造
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
三
原
市
立
須
波
小
学
校
）

令
和
の
時
代
に
お
け
る

　
　
　
　
　
教
育
の
創
造
に
向
け
て

  

坂
田
　
登

会
長

会

長

あ

い

さ

つ

第73回　広島県連合小学校長会総会・研究大会
と き 令和4年5月19日（木）
ところ 県民文化センター　会員所属校
　　　　（参集参加）　　　（オンライン参加）

１　開会行事
２　会　　議 （理事会における議案決議報告並びに承認）
３　研　　修 「日本の教育をリードする，
　　　　　　　　　　　　広島県の小学校長に求めること」
　　講　　師 広島県教育委員会総括官(乳幼児教育)(兼)参与
    　 重 森 栄 理 様
４　講　　演 「『ＧＩＧＡスクール構想』とこれからの教育」
　　講　　師 放送大学　教授
    　 中 川 一 史 様
５　閉　会　式
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開  

美
和
子

井
口
台

新
田  

智
子

古
田
台

森
岡  　

洋
江

八
木

藤
井  　

裕
子

大
町

坂
田  

き
よ
み

毘
沙
門
台
岡
本  

達
朗

安
北

吉
岡  

奈
緒
美

長
束

吉
武  　
　

哲

伴
南

藤
田  

佐
智
子

真
亀

佐
々
木  

芳

口
田
東

柳
林  

久
美

口
田

加
藤  

典
子

亀
山

上
野  

由
美
子

中
野
東

久
保
田
み
ど
り

阿
戸

石
田  

真
佐
美

矢
野
西

高
杉  

裕
美
子

彩
が
丘

足
立  　
　

健

湯
来
東

梅
田  

広
晴

【
福
山
市
】

西

作
田  

由
起
子

樹
徳

田
村  

真
澄

蔵
王

福
田  

裕
治

瀬
戸

小
川  
博
正

旭
丘

三
島  
寛
子

広
瀬
学
園
谷
本  

昌
宏

西
深
津

高
橋  

富
美
代

幕
山

猿
渡  

久
美
子

山
南

藤
田  

真
有
美

御
野

湯
川  

美
貴
子

【
呉
市
】

三
坂
地

安
部  

ほ
ず
み

荘
山
田

浅
木
森  　

宏

港
町

畠
藤  　
　

晃
川
尻

森
田  

修
一

音
戸

平
本  　
　

悟

明
徳

平
岡  

恵
美
子

安
浦

奥
本  

雅
幸

安
登

上
田  

美
穂
子

【
竹
原
市
】

仁
賀

植
野  

洋
一
郎

忠
海
学
園
伊
場
田  

真
彦

【
東
広
島
市
】

高
美
が
丘
小
迫  

賢
志

八
本
松

田
中  

宏
憲

小
谷

山
田  　
　

隆

志
和

脇
坂  

治
海

造
賀  

松
下  　
　

篤

木
谷

中
谷  　

浩
子

上
黒
瀬

税
所  　

裕
子

下
黒
瀬

若
狭  　

弘
子

【
江
田
島
市
】

江
田
島

山
近  　
　

宏

三
高

喜
多
村  

昭
宏

【
廿
日
市
市
】

佐
方

永
野  　
　

真

阿
品
台
東
柳
川  　

大
蔵

四
季
が
丘
伊
豆
田  

智
子

【
安
芸
郡
】

海
田

西
村  　

靖
子

熊
野
第
二
上
田
中  

泰
子

【
安
芸
高
田
市
】

向
原

児
玉  

聡
子

【
山
県
郡
】

壬
生

髙
槻  

雄
志

【
三
原
市
】

木
原

塚
本  　
　

崇

小
泉

清
田  　
　

輝

鷺
浦

石
原  

直
久

【
尾
道
市
】

因
北

渡
辺  

住
味
子

重
井

宇
江  

裕
明

百
島

小
原  

正
啓

御
調
中
央
小
出  

真
里

【
府
中
市
】

栗
生

長
岡  

徳
恵

旭

矢
野  

康
博

上
下
北

稲
葉  

智
美

【
世
羅
郡
】

甲
山

寺
田  

知
巳

【
神
石
郡
】

油
木

辻  　
　

雅
人

【
三
次
市
】

粟
屋

加
藤  　
　

聡

神
杉

赤
木  　
　

実

【
庄
原
市
】

東

一
山  

栄
治

山
内

石
村  　
　

誠

新
入
会
員
紹
介

退
職
校
長
紹
介

委
員
会
報
告

教
育
調
査
委
員
会

委
員
長

杉
原
妙
子

　

本
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
、
継
続
的
に
刊
行

し
て
き
た
「
教
育
調
査
報
告
書
『
広
島
県
公

立
小
学
校
の
実
態
』
」
作
成
に
あ
た
り
、
調

査
方
法
及
び
活
用
方
策
に
係
る
検
討
を
行
っ

て
き
た
。

　

令
和
三
年
度
、
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会

と
広
島
市
小
学
校
長
会
が
県
内
に
お
い
て
組

織
上
分
離
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
改
め

て
調
査
項
目
を
精
選
、
調
査
方
法
の
合
理
化

を
図
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
昨
年
度
の
検
討

内
容
を
踏
ま
え
、
次
の
活
動
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

一
　
活
動
内
容

　

○　

昨
年
度
ま
で
の
調
査
項
目
を
元
に
、

　
　

県
内
小
学
校
に
お
け
る
現
状
と
課
題
に

　
　

係
る
調
査
と
し
て
、「
白
書
的
調
査
」

　
　

と
「
特
別
調
査
」
を
実
施
す
る
。

　

○　

調
査
結
果
の
集
計
、
分
析
を
実
施
、

　
　

課
題
の
整
理
を
行
い
、
課
題
改
善
の
た

　
　

め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
提
言
を
ま

　
　

と
め
、
県
連
小
総
務
会
並
び
に
理
事
会

　
　

に
提
出
す
る
。

　

○　

調
査
項
目
、調
査
方
法
等
に
つ
い
て
、

　
　

現
状
認
識
と
の
ず
れ
や
実
態
に
合
っ
て

　
　

い
る
か
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
年
度

　
　

の
教
育
調
査
項
目
案
を
作
成
す
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

四
月　

各
委
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
内

　
　

容
の
検
討
・
活
動
計
画
確
認

六
月　

調
査
項
目
の
検
討
、
調
査
方
法
の
確

　
　

認
、
調
査
結
果
の
ま
と
め
等
の
方
法
に

　
　

係
る
協
議
・
役
割
分
担

七
〜
八
月　

調
査
実
施
、
結
果
集
計
、
結
果

　
　

の
ま
と
め
、
考
察
内
容
の
検
討
、
報
告

　
　

書
内
容
の
検
討

九
月
〜
十
月　

「
教
育
調
査
」
報
告
書
の
作

　
　

成
・
発
行
・
配
布

十
二
月　

次
年
度
実
施
調
査
内
容
等
の
検
討

　
　

と
実
施
に
係
る
計
画
等
の
作
成
、
申
し

　
　

送
り
事
項
の
確
認

一
月　

次
年
度
の
方
向
性
の
確
認

（
尾
道
市
立
高
須
小
学
校
）
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人
事
給
与
委
員
会

委
員
長

奥
本
雅
幸

広
報
委
員
会

委
員
長

栢
野
浩
未

教
育
研
究
委
員
会

委
員
長

立
花
睦
子

　

四
月
末
、
第
一
回
全
体
委
員
会
を
行
い
、

昨
年
度
末
の
検
討
事
項
や
申
し
合
せ
事
項
等

を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
役
員
を
選
出
し
、
活

動
方
針
・
活
動
計
画
等
を
決
定
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
　
活
動
方
針

　

県
連
小
の
活
動
方
針
を
受
け

○　

人
材
育
成
方
針
・
体
制
の
も
と
、
教
職

　

員
と
し
て
の
使
命
感
や
倫
理
観
、
実
践
的

　

指
導
力
な
ど
の
向
上
に
努
め
る
。

○　

教
職
員
の
職
責
に
相
応
す
る
適
正
な
処

　

遇
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

と
設
定
し
た
。
教
育
改
革
の
趣
旨
に
添
っ
た

校
長
を
中
心
に
し
た
学
校
経
営
が
進
む
よ
う
、

と
り
わ
け
、
本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
人
事
・

給
与
面
で
裁
量
の
幅
が
広
が
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
町
の
教
育
委
員
会

と
校
長
会
と
の
連
携
を
深
め
、
よ
り
望
ま
し

い
学
校
経
営
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

四
月

○　

役
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
計
画
・

　

研
修
内
容
に
つ
い
て
の
決
定

五
月
〜
八
月

○　

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
実
態

　

調
査
の
集
約
・
分
析
・
考
察
・
懇
談
会
資

　

料
の
作
成

十
月
〜
十
二
月

○　

児
童
の
転
校
に
つ
い
て
の
調
査
依
頼

○　

本
年
度
の
活
動
の
ま
と
め
と
次
年
度
の

　

課
題
に
つ
い
て

○　

人
材
育
成
等
に
係
る
研
修
会

○　

次
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
検
討

○　

児
童
の
転
出
調
査
と
学
校
間
連
絡

一
月

○　

次
年
度
活
動
方
針
・
活
動
計
画
の
作
成

（
呉
市
立
安
浦
小
学
校
）

　

本
委
員
会
で
は
、
研
究
主
題
「
自
ら
未
来

を
拓
き　

と
も
に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創

る　

日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育

の
推
進
」、
副
主
題
「
夢
や
志
を
も
ち　

他
者

と
協
働
し
て　

主
体
的
に
新
た
な
価
値
を
創

り
出
す
子
ど
も
を
育
成
す
る
学
校
経
営
」
に

基
づ
き
、
第
一
回
全
体
委
員
会
で
令
和
四
年

度
の
活
動
方
針
、
活
動
計
画
を
次
の
よ
う
に

決
定
し
た
。

一
　
活
動
方
針

　

研
究
主
題
の
具
現
化
を
図
る
た
め
に
、
五

つ
の
研
究
領
域
か
ら
十
の
研
究
課
題
を
設
け
、

さ
ら
に
研
究
の
視
点
を
明
確
に
し
て
、
各
組

織
団
体
に
お
い
て
積
極
的
に
研
究
実
践
を
行

う
。

　

そ
の
成
果
を
第
五
十
八
回
広
島
県
連
合
小

学
校
長
会
教
育
研
究
大
会
福
山
大
会
に
お
い

て
全
体
・
紙
上
提
案
を
し
、
共
有
化
す
る
こ

と
で
研
究
の
一
層
の
深
化
を
図
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

　

十
六
地
区
の
各
組
織
団
体
で
の
研
究
実
践

交
流
の
場
と
し
て
、
年
に
三
回
の
全
体
委
員

会
と
、
福
山
大
会
の
実
践
提
案
に
係
る
運
営

案
の
検
討
や
大
会
要
項
の
作
成
に
向
け
、
五

回
の
小
委
員
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
現
地
実
行
委
員
会
と
の
連
携
を
図

り
、
適
宜
検
討
・
協
議
を
行
う
。

　

加
え
て
、
本
年
度
開
催
さ
れ
る
主
な
研
究

大
会
は
、
十
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
に
行
わ

れ
る
全
連
小
島
根
大
会
・
中
国
地
区
島
根
大

会
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
二
月
二
十
六
日
に

は
第
二
十
二
回
広
島
県
公
立
学
校
校
長
会
連

合
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
会
員
の
皆

様
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
次
年
度
は
、
広
島
市
に
お
い
て
、

教
育
研
究
大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
層
の
研
鑽
に
努
め
、
県
民
の
負
託
に
応
え

た
い
。

（
福
山
市
立
南
小
学
校
）

　

本
委
員
会
で
は
、
第
一
回
（
四
月
）
広
報

委
員
会
に
お
い
て
、
役
員
の
選
出
を
行
い
、

令
和
四
年
度
の
活
動
方
針
、
活
動
計
画
を
次

の
よ
う
に
決
定
し
た
。

一
　
活
動
方
針

　

○　

県
連
小
・
各
機
関
の
会
議
・
会
合
の

　
　

審
議
決
定
並
び
に
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　

迅
速
的
確
に
伝
達
す
る
。

　

○　

会
員
の
意
思
や
、
校
長
会
の
活
動
を

　
　

収
集
伝
達
し
、
交
流
を
図
る
。

　

○　

会
員
及
び
校
長
会
に
、
職
務
遂
行
、

　
　

資
質
向
上
、
学
校
経
営
充
実
に
生
か
せ

　
　

る
情
報
を
提
供
す
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

①　

会
報
二
回

　
　
　
（
第
一
九
〇
号
・
第
一
九
一
号
）
の
発

　
　

行
（
校
長
に
は
メ
ー
ル
配
信
と
す
る
）

　
　
　

会
報
に
は
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
あ
い
さ

　
　

つ
、
退
任
校
長
・
新
入
会
員
紹
介
、
委

　
　

員
会
報
告
、
地
区
校
長
会
報
告
、
学

　
　

校
経
営
、
朝
会
講
話
、
県
教
委
だ
よ
り
、

　
　

随
想
な
ど
を
掲
載
す
る
。

（
七
月
・
十
二
月
）

②　

研
究
集
録
「
も
み
じ
」（
令
和
四
年
度
版

　

第
三
十
三
号
）
の
発
行

（
三
月
）

③　

速
報
の
発
行
・
配
付

　
　

・
県
連
小
速
報　

年
四
回
程
度

　
　

・
全
連
小
速
報　

年
数
回
程
度

④　

全
連
小
「
小
学
校
時
報
」
へ
の
寄
稿

　
　
　

テ
ー
マ
に
従
い
執
筆
依
頼
・
連
絡
な

　
　

ど
を
行
う
。

（
東
広
島
市
立
高
屋
西
小
学
校
）



5 令和 4年 7月 1日 第 190 号

上
本
真
理

理
事

神
笠
雅
司

理
事

早
間
貴
之

理
事

挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と

　
め
ざ
す
姿
は
「
な
か
ま
ち
」

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
に
」

「
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
」

　

み
な
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
我
慢
の
生
活
を
続
け
て
い
ま

す
。
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
。
し
か
し
、

我
慢
の
生
活
の
た
め
か
、
み
な
さ
ん
の
笑
顔

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
ま
す
。
校
長
先
生
は
、
み
な

さ
ん
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す
。
今
は
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
の
で
、
表
情
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
マ
ス
ク
の
下
で
も
い
つ
も
笑
顔
で

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
運
動
会
で
は
、
マ
ス
ク
を
外
し
て

走
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
に
出
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
全
力

を
出
し
切
っ
て
頑
張
っ
た
か
ら
こ
そ
の
笑
顔

で
す
。
そ
の
姿
を
見
て
い
た
校
長
先
生
も
、

ず
っ
と
笑
顔
で
い
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
は
、
学
校
生
活
の
中

で
ど
ん
な
時
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
か
。

　

友
達
か
ら
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
た

時
や
先
生
に
褒
め
ら
れ
た
時
、
分
か
ら
な
い

勉
強
が
分
か
っ
た
時
、
休
憩
時
間
に
全
力
で

遊
ん
で
い
る
時
、
テ
ス
ト
で
良
い
点
数
を
採
っ

た
時
、
手
を
挙
げ
て
発
表
で
き
た
時
な
ど
、

様
々
な
場
面
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
笑
顔
に
な
れ
る
場
面
が
多
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
学
校
中
に
笑
顔
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
自
分
一
人
の
力
で
は
大
変
難
し
い
こ

と
で
す
。
周
り
の
友
達
や
先
生
の
力
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
一
緒
に
生
活
し
て
い
る

友
達
同
士
が
優
し
く
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、

仲
良
く
活
動
し
た
り
、
応
援
し
合
っ
た
り
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
笑
顔
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
大
切
な
触
れ
合
い
で
す
。

　

一
人
の
笑
顔
が
十
人
、
百
人
、
そ
し
て
学

校
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
呉
中
央
小

学
校
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
呉
市
立
呉
中
央
小
学
校
）

　

中
町
小
学
校
で
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
は
、

「
な
仲
間
を
大
切
に
す
る
子
、
か
体
を
き
た
え

る
子
、ま
学
び
合
う
子
、ち
挑
戦
す
る
子
」で
す
。

　

先
日
の
運
動
会
の
テ
ー
マ
の
中
に
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

そ
れ
は
、「
ち
挑
戦
す
る
子
」
と
同
じ
意
味
で

す
。

　

運
動
会
で
、
み
な
さ
ん
が
挑
戦
す
る
姿
を

た
く
さ
ん
見
つ
け
ま
し
た
。
整
列
や
ラ
ジ
オ

体
操
が
揃
う
美
し
さ
。
応
援
合
戦
で
張
り
切

る
姿
。
短
距
離
走
で
名
前
を
呼
ば
れ
て
返
事

を
し
て
礼
を
す
る
し
ぐ
さ
。
ゴ
ー
ル
ま
で
力

い
っ
ぱ
い
駆
け
抜
け
る
か
っ
こ
い
い
姿
。
リ

レ
ー
で
は
、
得
意
な
人
が
長
い
距
離
を
走
る

よ
う
に
チ
ー
ム
で
工
夫
し
て
い
ま
し
た
ね
。

下
学
年
の
表
現
「
中
町
小
☆
ス
ー
パ
ー
ス
タ

ー
☆
」
や
、
上
学
年
の
「
２
０
２
２
中
町
鼓

笛
隊
」
で
も
、
美
し
く
最
後
ま
で
演
技
す
る

姿
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
挑
戦
」
と
い
う
と
、
難
し
い
こ
と
や
苦
手

な
こ
と
に
立
ち
向
か
う
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
が

ち
で
す
が
、「
試
し
て
み
る
」「
新
し
い
こ
と

を
や
っ
て
み
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
挑
戦
と
は
、
自
分
で
や
ろ
う
と
決

め
て
自
分
で
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
運
動
会
で
は
、
一
人
一
人
が
挑
戦
す
る

姿
が
素
敵
で
し
た
。

　

挑
戦
に
関
係
す
る
諺
に
、「
習
う
よ
り
慣
れ

ろ
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
年
生
の

皆
さ
ん
は
自
分
の
名
前
を
平
仮
名
で
全
部
書

け
ま
す
か
。
毎
日
書
い
て
い
る
か
ら
、
も
う

書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
風
に
、
毎
日
挑
戦
し
て
い
る
と
、
で

き
る
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
す
。

運
動
会
を
通
し
て
が
ん
ば
っ
た
自
分
、
成

長
し
た
自
分
を
認
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
「
な

か
ま
ち
」
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
江
田
島
市
立
中
町
小
学
校
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
集
合
す
る
朝

会
を
し
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
間
の

ど
こ
か
で
、
児
童
に
「
勉
強
は
、
何
の
た
め

に
す
る
の
か
」
と
問
い
、
考
え
さ
せ
た
い
。

そ
こ
で
、
私
は
、
一
学
期
始
業
式
で
次
の
お

話
を
し
た
。

　
「
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
、
学
校
の
勉
強

は
何
の
た
め
に
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。」

（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
文
字
と
イ
ラ
ス
ト
を
示

し
な
が
ら
）「
た
と
え
ば
、
算
数
の
勉
強
の
お

か
げ
で
、
買
い
物
が
上
手
に
で
き
ま
す
。
家

庭
科
で
習
っ
た
料
理
や
裁
縫
は
、
ず
っ
と
役

立
ち
ま
す
。」「
そ
れ
か
ら
、
将
来
、
入
学
試

験
や
資
格
試
験
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
車
の

免
許
は
み
な
さ
ん
も
取
り
た
い
で
す
よ
ね
。

そ
の
た
め
に
も
、
学
校
の
勉
強
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。」

　

こ
れ
ら
実
務
的
な
目
的
を
伝
え
た
ら
、
次

の
ポ
イ
ン
ト
に
入
る
。「
み
な
さ
ん
は
、
大
人

に
な
っ
た
ら
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
。」（

こ
こ
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
鈴
木
誠
也
選
手
、

介
護
士
、
車
の
整
備
士
、
パ
テ
ィ
シ
エ
、
テ

レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
そ
し
て
最
後
に
ヒ

カ
キ
ン
さ
ん
の
写
真
を
次
々
と
示
し
て
）「
こ

ん
な
ふ
う
に
、
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
で

も
、
ど
の
仕
事
に
も
、
学
校
の
勉
強
が
関
係

あ
り
ま
す
。」
こ
こ
で
、
社
会
人
と
し
て
必
要

な
資
質
・
能
力
を
簡
単
に
説
明
し
た
後
「
学

校
の
勉
強
を
続
け
て
い
く
と
、
今
、
説
明
し

た
よ
う
な
『
か
し
こ
さ
』
が
身
に
つ
き
ま
す
。

失
敗
し
た
時
や
、
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
必
要
が
あ
る
時
で
も
、
う
ま
く

乗
り
越
え
、
気
持
ち
よ
く
つ
き
あ
う
た
め
に
必

要
な
の
が
『
か
し
こ
さ
』
と
言
え
ま
す
。」

　

少
々
理
屈
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

要
は
、「
生
き
る
た
め
の
す
べ
を
学
ん
で
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

　

プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
お
か
げ
で
、
子
供
た
ち

は
集
中
し
て
話
を
聞
き
、
見
て
く
れ
た
が
、

私
の
意
図
は
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

（
世
羅
町
立
世
羅
小
学
校
）
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桑
原
智
津
子

乳
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長

あ
と
が
き

広
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
学
び
の
変
革
推
進
部

「
学
び
の
変
革
」
の
原
点

「
遊
び
は
学
び
」

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
」

　

校
長
と
し
て
最
も
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

は
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
就
任
し
て
す

ぐ
の
五
月
初
旬
に
生
起
さ
せ
た
事
案
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
八
年
四
月
、
教
育
行
政
か
ら
十

四
年
ぶ
り
に
学
校
現
場
に
復
帰
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
学
校
現
場
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
嬉
し
さ
と
不
安
が
交
錯
す
る
中

で
学
校
経
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。

　

着
任
後
一
ヶ
月
た
っ
た
五
月
三
日
未
明
、

本
校
の
臨
時
教
員
が
、
不
祥
事
の
三
大
悪
と

言
わ
れ
る
「
酒
気
帯
び
運
転
」
の
疑
い
で
現

行
犯
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
案
を
生
起
さ
せ
、

児
童
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
、

学
校
は
も
と
よ
り
広
島
県
教
育
の
信
頼
を
著

し
く
失
墜
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
案
は

今
で
も
鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
お
り
、

自
分
へ
の
戒
め
と
し
て
心
に
刻
ん
で
い
る
。

　

た
っ
た
一
つ
の
軽
率
な
行
為
が
、
組
織
に

深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
全
て
の
業
務
を

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ま
さ
に
信

頼
を
失
う
の
は
一
瞬
で
、
そ
れ
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
は
多
く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
に

な
る
こ
と
を
全
教
職
員
が
身
を
も
っ
て
知
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
事
案
以
降
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
意
識
で
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

一
日
も
早
く
学
校
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
、
一
歩
一
歩
着
実
に
教
育
活
動
を
実
践

し
て
い
っ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
不
祥
事
の

未
然
防
止
が
最
大
の
業
務
改
善
で
あ
る
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
今
日
の
一
針　

明
日
十
針
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
の
と
お
り
、ど
ん
な
に
小
さ
な「
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
」で
も
必
ず
管
理
職
や
同
僚
に「
報
告
・

連
絡
・
相
談
」
す
る
。
ま
た
、
解
決
し
た
事

案
に
つ
い
て
も
確
認
ま
で
徹
底
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
職
員
に
説
い
て
き
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
何
で
も
言
え
何
で
も
相
談

で
き
る
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
、
こ
う
し
た
組
織
に
育
て
て
い
く
こ

と
が
、
不
祥
事
を
生
起
さ
せ
な
い
原
点
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
」

挨
拶
や
返
事
、
言
葉
遣
い
な
ど
、
教
職
員

が
率
先
し
て
子
供
た
ち
に
範
を
示
し
て
い
く
こ

と
が
、
保
護
者
や
地
域
に
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ

る
学
校
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

（
東
広
島
市
立
寺
西
小
学
校
）

　

今
年
度
の
五
月
の
総
会
・
研
究
大
会
は
、

よ
う
や
く
三
年
ぶ
り
の
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

を
併
用
し
た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
経
営
は
、
校

長
先
生
方
に
は
大
変
な
ご
苦
労
・
ご
心
労
が

続
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
こ
の
会
報
一
九
〇
号
が
発
行
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お
か

げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
連
小
広
報
活
動
が
、
少
し
で
も
皆
様
の

学
校
経
営
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
引
き
続
き

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

園
所
等
を
訪
問
す
る
と
、
ど
ろ
ど
ろ
に
な

っ
て
友
達
と
遊
ぶ
子
、
草
花
を
す
り
潰
し
て

色
水
を
作
る
子
、
遊
具
に
登
っ
た
り
ぶ
ら
下

が
っ
た
り
し
て
い
る
子
な
ど
、
羨
ま
し
い
く

ら
い
存
分
に
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
に
出
会

い
ま
す
。
子
供
に
誘
わ
れ
て
森
の
中
へ
行
く

と
、
紙
の
皿
に
盛
ら
れ
た
砂
や
葉
っ
ぱ
の
料

理
で
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
子
は

工
夫
し
て
作
っ
た
料
理
に
つ
い
て
、
一
生
懸

命
知
っ
て
い
る
言
葉
で
説
明
し
ま
す
。「
遊
び

は
学
び
」
を
実
感
す
る
瞬
間
で
し
た
。

　

子
供
に
と
っ
て
「
遊
び
」
は
探
究
の
宝
庫

で
、
遊
び
そ
の
も
の
が
学
び
で
す
。
発
見
す

る
こ
と
、
体
を
動
か
す
こ
と
、
創
造
す
る
こ

と
、
失
敗
す
る
こ
と
、
人
と
関
わ
る
こ
と
、

そ
れ
ら
の
経
験
を
繰
り
返
し
「
探
究
の
芽
」

が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
園
所
等
で
は
、
個

々
の
成
長
を
見
取
り
な
が
ら
、
安
心
し
て
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
、
探
究
が
自
然
に
生
ま
れ
育

つ
よ
う
に
、「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
の
環
境

を
整
え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
育
ま
れ
た
「
探
究
の
芽
」
を
、

小
学
校
以
降
の
教
育
に
お
い
て
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
へ
と
深
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。「
遊
び
は
学
び
」
と
い

う
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
必
要
な
視
点

で
あ
り
、
本
県
が
進
め
る
「
学
び
の
変
革
」

の
原
点
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ゆ
え
に
、
園

所
等
を
訪
問
し
子
供
の
姿
を
通
し
て
、
育
ち

と
学
び
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
の
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
考
え
方

が
小
学
校
で
も
共
通
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
県

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
、
様
々
な
取
組

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
の
初
任
者
研
修
で
は
、
校
区
内
の
園
所
等

で
の
「
一
日
就
業
体
験
」
の
時
間
を
設
け
る

と
と
も
に
、
指
定
市
町
に
お
け
る
「
幼
保
小

連
携
協
議
会
」
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
小

学
校
の
教
職
員
に
校
区
内
の
園
所
等
へ
複
数

回
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
の
姿
を
通
し

た
育
ち
と
学
び
の
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の

教
職
員
が
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
考
え

方
を
学
び
、
小
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授

業
改
善
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

空
本
秀
寿

副
会
長




